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１．手稲山地区地すべりの概要について
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○手稲山の山麓には、手稲市街地、学校、要配慮者利用施設、重要な交通網等が存在する。

○手稲山には、主に森林が分布し、上部の山腹斜面にはゴルフ場やスキー場が存在している。
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※基図の一部に国土地理院地図を使用

手稲山地区の概況
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○手稲山地区は、馬蹄形１）をなす北東向きの緩斜面（幅約1.5 km×長さ約6 km）である。

○6～7万年前に発生した山体崩壊を起源とした岩屑なだれ堆積物２）が広域に分布。

○手稲山地区では、滑落崖３）や分離丘４）などの地すべり地形が認められる。

ばていけい

１）地すべりが発生した範囲の上部や側面が、馬のひづめのような地形
２）火山の爆発や地震などによって火山体の一部が崩壊し、その破片が高速で流れ下り堆積したもの
３）地すべりや崩壊によって地表がすべり落ちた際に、その上部に形成される急傾斜の崖
４）土塊が移動することによって形成された丘状の地形

手稲山地区の地形
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かつらくがい ぶんりきゅう

がんせつ
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○2010～2024年における年間降水量の平均値（気象庁）は、山口観測所（山麓）

で995 mm、 手稲山観測所（山腹）で1,354 mmである。

○山口観測所（山麓）では、10年単位で 956 mmから995 mmと増加傾向。

○手稲区土木センター（山麓）での過去20年間の年最大積雪深平均値は100cmの

豪雪地帯。春先には、融雪により多量の水分が斜面に供給されていると考えられる。

手稲山地区の気象

6
札幌市手稲区の最大積雪深（上図）及び月別平均積雪深の変化（下図）

※手稲区土木センターに設置された積雪深計の計測データを用いて作成
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○手稲山の山麓は、「手稲本町市民の森」や「自然歩道」として利用されている。

○「マテリアルの森 手稲山林」として環境省の自然共生サイト1）に認定されている。

○手稲山地区の約２km西には、金銀銅の原鉱石を採掘した旧手稲鉱山がある。２）

○手稲山付近の地下水からは、自然由来の重金属が検出される可能性があるとされている。３）

出典：札幌市ＨＰ

市民の森を利用
する地元住民

手稲本町市民の森
自然共生サイト「マテリアルの森」 出典：環境省ＨＰに一部加筆

１）環境省が「民間の取組等によって生物多様性の保全が図られている区域」として認定する区域のこと（R5～）。道内で
は16か所が認定されている（令和7年3月25日現在）。

２）札幌市HP「手稲区史跡ガイド」
３）札幌市HP「自然由来重金属検討委員会」答申（平成21年3月）

※現時点での概略的な調査結果であり、今後の詳細な調査・検討を踏まえて変更となる可能性がある。

手稲山地区の周辺自然環境
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手稲山地区の地すべりメカニズム（１）
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○手稲山地区の広域に分布している堆積物（岩屑なだれ堆積物）には、火山活動による熱水変質層

（粘土化した脆弱な層）があり、地すべりのすべり面を形成していると想定される。

がんせつ

※現時点での概略的な調査結果であり、今後の詳細な調査・検討を踏まえて、変更となる可能性がある。
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凡 例
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手稲山地区の地すべりメカニズム（２）
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○手稲山には多数の地すべりブロックが存在し、末端部の地すべりブロックが不安定化すること

により、隣接する地すべりブロックも不安定化し、大規模な地すべりが発生するおそれがある。

軽川
がるがわ

稲積川
いなづみがわ

三樽別川
さんたるべつがわ

※他の資料と整合を図るため、基図を上下逆さまに表示している。
手稲山地区地すべりの平面図

出典：国土地理院ウェブサイトを加工して作成※現時点での概略的な調査結果であり、今後の詳細な調査・検討を踏まえて、変更となる可能性がある。
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○手稲山の山麓には、湧水や湿地帯が多数認められるとともに、地下水位が常に高い状態となっている箇

所、豪雨時や融雪期に地下水位上昇が大きな箇所が確認されている。

○地すべりブロック上方の平坦地から山腹斜面へ地下水が供給されやすい地形が要因となっている。

手稲山地区で認められる湧水や湿地帯の例
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手稲山地区の地すべりメカニズム（３）
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軽川
がるがわ

稲積川
いなづみがわ

三樽別川
さんたるべつがわ

手稲山地区地すべりの平面図

市道舗装の亀裂 市道脇 法面の亀裂

亀裂

○手稲橋付近では市道の舗装亀裂など、地すべり活動の兆候とみられる現象が確認されている。

※現時点での概略的な調査結果であり、今後の詳細な調査・検討を踏まえて変更となる可能性がある。

手稲橋橋脚亀裂

ブロック境界部の
駐車場の亀裂

手稲山地区における地すべりの兆候
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手稲山地区の取組

○北海道は、令和元年５月に土砂災害警戒区域に指定し、札幌市は避難場所の設定など警戒避

難体制を整備。
○規模の大きな地すべりが発生した場合、市街地や重要な交通網等に影響が及ぶ可能性がある

ことから、事前防災の観点による地すべり対策に向け、令和７年２月に対策に必要な地すべり

防止区域を指定。
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手稲山地区の取組（地すべり防止区域の指定）
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○土砂災害警戒区域は、危険の周知、警戒避難体制の整備を目的に指定（ソフト対策）
○地すべり防止区域は、地すべりの崩壊を防止し国土の保全と民生の安定を目的に指定（ハード

対策）

北海道札幌
稲雲高等学校
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北海道庁ホームページや広報さっぽろ、ポスター掲示やチラシ配布などにより、手稲山
地区で地すべり対策の検討を進めている旨、周知を実施。

手稲山地区の地すべり対策の取組みなどを
交えた「土砂災害の備えに関するセミ
ナー」を開催。地域住民など合計93名が参
加。

R6.１２

パネル展実施状況

ＪＲ手稲駅の自由通路にて、土砂災害を啓発
するパネル展を開催。

広 報 状 況

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kn/kss/206324.html

R７.２

セミナー開催状況

広報さっぽろ

○地すべり防止区域の指定に向け、令和6年10月より関係者及び地元町内会等への説明。

○広報さっぽろの掲載やＨＰ、ポスター掲示のほか、パネル展の実施やセミナーの開催などによる情報

発信。

手稲山地区の取組（地域への説明・情報提供）
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ポスター掲示やチラシ配布

手稲山地区地すべり対策のＨＰ

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kn/kss/223433.html


